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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月23日(2017.5.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信の方法であって、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）と第２のＲＡＴとにより前記ＵＥとソース基地局と
の間の通信を確立することと、
　前記ＵＥと前記ソース基地局との間の前記通信において前記第１のＲＡＴと前記第２の
ＲＡＴとの間の結合を識別することと、
　前記ＵＥが、前記第１のＲＡＴのためのハンドオーバプロシージャが行われたか、また
は切迫していると決定したことに応答して、前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴとの間
の前記識別された結合に基づいて、前記第２のＲＡＴのためのハンドオーバプロシージャ
をターゲット基地局に適応させること、ここにおいて、前記適応させることは、前記第１
のＲＡＴのためのハンドオーバイベントの検出に応答して、前記第２のＲＡＴのためのハ
ンドオーバイベントを開始するように前記ＵＥを構成することを備える、と、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴとの間の前記結合を識別することは、
　前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴとにより前記ＵＥと前記ソース基地局との間で通
信されるネットワークトラフィックが、少なくとも１つの同じベアラによってサポートさ
れると決定すること、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＵＥのハンドオーバが、現在のレートで前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴの両
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方により前記少なくとも１つの同じベアラによってサポートされるネットワークトラフィ
ックを通信し続ける前記ＵＥの能力に影響を及ぼすことになると決定すること、
　をさらに備え、
　ここにおいて、前記ハンドオーバプロシージャを前記適応させることは、前記ハンドオ
ーバが、前記現在のレートで前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴの両方により前記少な
くとも１つの同じベアラによってサポートされるネットワークトラフィックを通信し続け
る前記ＵＥの前記能力に影響を及ぼすことになるという前記決定に応答する、請求項２に
記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴとの間の前記結合を識別することは、
　前記第２のＲＡＴの少なくとも１つのキャリアと前記第１のＲＡＴの少なくとも１つの
キャリアとのキャリアアグリゲーションを識別すること、または、
　前記ソース基地局が、前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴとに関連付けられたコロケ
ート要素を備えると決定すること、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴとの間の前記結合を識別することは、
　前記ＲＡＴのうちの１つで前記ソース基地局からユニキャストメッセージを受信するこ
と、前記メッセージは前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴとの間の前記結合を示し、ま
たは、
　前記ＲＡＴのうちの少なくとも１つで前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴとの間の前
記結合を広告するブロードキャストメッセージを受信すること、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第２のＲＡＴのための前記ハンドオーバイベントのターゲット基地局が少なくとも
１つの所定の基準を満たすという決定に応答して、前記第２のＲＡＴのための前記ハンド
オーバイベントを開始するように前記ＵＥを構成すること、ここにおいて、前記少なくと
も１つの所定の基準は、前記第１のＲＡＴのための前記ハンドオーバイベントのターゲッ
ト基地局と前記第２のＲＡＴのための前記ハンドオーバイベントの前記ターゲット基地局
とが前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴとの前記結合をサポートするという決定を備え
る、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のＲＡＴのための前記ハンドオーバイベントの前記ターゲット基地局が前記第
２のＲＡＴのための前記ハンドオーバイベントの前記ターゲット基地局とコロケートされ
ているという決定に応答して前記第２のＲＡＴのための前記ハンドオーバイベントを開始
するように前記ＵＥを構成すること
　をさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＲＡＴのうちの少なくとも１つ前記第２のＲＡＴのための前記ハンドオーバプロシ
ージャを適応させることは、
　前記第１のＲＡＴまたは前記第２のＲＡＴで前記ソース基地局から受信されたメッセー
ジに基づいて前記第２のＲＡＴのための前記ハンドオーバイベントを開始するように前記
ＵＥを構成すること、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ソース基地局から受信された前記メッセージは前記第１のＲＡＴのための前記ハン
ドオーバイベントに応答する、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第２のＲＡＴのための前記ハンドオーバプロシージャを適応させることは、
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　前記第２のＲＡＴのためにデフォルトハンドオーバプロシージャを抑圧するように前記
ＵＥを構成すること、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第２のＲＡＴのための前記ハンドオーバプロシージャを適応させることは、
　チャネル測定値を取得すること、または前記ソース基地局に測定報告を与えること、の
うちの少なくとも１つを実行するように前記ＵＥをトリガするように構成された測定イベ
ントのセットを変更すること、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＲＡＴのうちの１つに関連付けられたポートのセットでワイヤレストラフィックを
送信および受信すること、
　をさらに備え、
　ここにおいて、前記ハンドオーバプロシージャはポートの前記セットのサブセットのた
めに適応される、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　ユーザ機器（ＵＥ）装置であって、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に関連付けられた第１の無線機と、
　第２のＲＡＴに関連付けられた第２の無線機と、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　を備え、前記メモリは命令を包含しており、前記命令は、前記プロセッサによって、
　　前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴとにより前記ＵＥ装置とソース基地局との間の
通信を確立することと、
　　前記ＵＥ装置と前記ソース基地局との間の前記通信において前記第１のＲＡＴと前記
第２のＲＡＴとの間の結合を識別することと、
　　前記第１のＲＡＴのためのハンドオーバプロシージャが行われたか、または切迫して
いると決定したことに応答して、前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴとの間の前記識別
された結合に基づいて、前記第２のＲＡＴのためのハンドオーバプロシージャをターゲッ
ト基地局に適応させることと、
　　前記第１のＲＡＴのためのハンドオーバイベントの検出に応答して、前記第２のＲＡ
Ｔのためのハンドオーバイベントを開始するように前記ＵＥ装置を構成することと、
　を実行可能である、ＵＥ装置。
【請求項１４】
　前記メモリは、
　前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴとによる前記ＵＥ装置と前記ソース基地局との間
で通信されるネットワークトラフィックが、少なくとも１つの同じベアラによってサポー
トされると決定する
　ように前記プロセッサによって実行可能である命令をさらに備える、請求項１３に記載
のＵＥ装置。
【請求項１５】
　前記メモリは、
　前記ＵＥ装置のハンドオーバが、現在のレートで前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴ
の両方により前記少なくとも１つの同じベアラによってサポートされるネットワークトラ
フィックを通信し続ける前記ＵＥ装置の能力に影響を及ぼすことになると決定するように
前記プロセッサによって実行可能である命令をさらに備え、
　ここにおいて、前記ハンドオーバプロシージャを適応させることは、前記ハンドオーバ
が、前記現在のレートで前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴの両方により前記少なくと
も１つの同じベアラによってサポートされるネットワークトラフィックを通信し続ける前
記ＵＥ装置の前記能力に影響を及ぼすことになるという前記決定に応答する、請求項１４
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に記載のＵＥ装置。
【請求項１６】
　ソース基地局によるワイヤレス通信の方法であって、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）と第２のＲＡＴとで前記ソース基地局とユーザ機器
（ＵＥ）との間の通信を確立することと、
　前記ソース基地局と前記ＵＥとの間の前記通信において前記第１のＲＡＴと前記第２の
ＲＡＴとの間の結合を識別することと、
　前記ソース基地局が、前記第１のＲＡＴのためのハンドオーバプロシージャが行われた
か、または切迫していると決定したことに応答して、前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡ
Ｔとの間の前記識別された結合に基づいて、前記第２のＲＡＴのためのハンドオーバプロ
シージャをターゲット基地局に適応させること、ここにおいて、前記適応させることは、
前記第１のＲＡＴのためのハンドオーバイベントの検出に応答して、前記第２のＲＡＴの
ためのハンドオーバイベントを開始するように前記ソース基地局を構成することを備える
、と、
　を備える方法。
【請求項１７】
　前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴとの間の前記結合を識別することは、
　前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴとにより前記ソース基地局と前記ＵＥとの間で通
信されるネットワークトラフィックが、少なくとも１つの同じベアラによってサポートさ
れると決定すること、
　を備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ＵＥのハンドオーバが、現在のレートで前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴの両
方により前記少なくとも１つの同じベアラによってサポートされるネットワークトラフィ
ックを通信し続ける前記ＵＥの能力に影響を及ぼすことになると決定すること、
　をさらに備え、
　ここにおいて、前記ハンドオーバプロシージャを前記適応させることは、前記ハンドオ
ーバが、前記現在のレートで前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴの両方により前記少な
くとも１つの同じベアラによってサポートされるネットワークトラフィックを通信し続け
る前記ＵＥの前記能力に影響を及ぼすことになるという前記決定に応答する、請求項１７
に記載の方法。
【請求項１９】
　前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴとの間の前記結合を識別することは、
　前記第２のＲＡＴの少なくとも１つのキャリアと前記第１のＲＡＴの少なくとも１つの
キャリアとのキャリアアグリゲーションを識別すること、または、
　前記ソース基地局が、前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴとに関連付けられたコロケ
ート要素を備えると決定すること、
　を備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ＲＡＴのうちの少なくとも１つ前記第２のＲＡＴのための前記ハンドオーバプロシ
ージャを適応させることは、
　前記第１のＲＡＴのための前記ＵＥの前記ハンドオーバイベントを検出することと、
　前記第１のＲＡＴのための前記ハンドオーバイベントに応答して、前記ＵＥにメッセー
ジを送信すること、前記メッセージは、前記第２のＲＡＴのための前記ハンドオーバイベ
ントに関連付けられたターゲットを識別する、と、
　を備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２１】
　前記第１のＲＡＴのための前記ハンドオーバイベントのターゲットと前記第２のＲＡＴ
のための前記ハンドオーバイベントの前記ターゲットとが前記第１のＲＡＴと前記第２の
ＲＡＴとの間の前記結合をサポートするという決定にさらに応答して前記ＵＥに前記メッ
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セージを送信すること、
　をさらに備える、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記ハンドオーバプロシージャを前記適応させることは、
　チャネル測定値を取得すること、または前記ソース基地局に測定報告を与えること、の
うちの少なくとも１つを実行するように前記ＵＥをトリガするように構成された測定イベ
ントのセットを変更するために前記ＵＥと通信すること、
　を備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２３】
　測定イベントの前記セットを変更することは、
　チャネル測定を実行するか、または前記ソース基地局に測定報告を与えるように前記Ｕ
Ｅをトリガする信号強度しきい値の少なくとも１つの新しい値を構成すること、
　を備える、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記ハンドオーバプロシージャを前記適応させることは、前記ＲＡＴのうちの少なくと
も１つの測定されたネットワーク状態にさらに基づく、請求項１６に記載の方法。
【請求項２５】
　前記ハンドオーバプロシージャを前記適応させることは、前記ソース基地局によって記
憶されるポリシーまたは前記ＵＥのサービスクラスのうちの少なくとも１つにさらに基づ
く、請求項１６に記載の方法。
【請求項２６】
　前記ＲＡＴのうちの少なくとも１つはワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ
）ＲＡＴを備え、前記ＲＡＴのうちの他方はワイヤレスローカルエリアネットワーク（Ｗ
ＬＡＮ）ＲＡＴを備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項２７】
　ソース基地局装置であって、
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に関連付けられた第１の無線機と、
　第２のＲＡＴに関連付けられた第２の無線機と、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　を備え、前記メモリは命令を包含しており、前記命令は、前記プロセッサによって、
　　前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴとで前記ソース基地局装置とユーザ機器（ＵＥ
）との間の通信を確立することと、
　　前記ソース基地局装置と前記ＵＥとの間の前記通信において前記第１のＲＡＴと前記
第２のＲＡＴとの間の結合を識別することと、
　　前記第１のＲＡＴのためのハンドオーバプロシージャが行われたか、または切迫して
いると決定したことに応答して、前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴとの間の前記識別
された結合に基づいて前記第２のＲＡＴのためのハンドオーバプロシージャを前記ＲＡＴ
のうちの少なくとも１つのためのターゲット基地局に適応させることと、
　　前記第１のＲＡＴのためのハンドオーバイベントの検出に応答して、前記第２のＲＡ
Ｔのためのハンドオーバイベントを開始するように前記ソース基地局を構成することと、
　を実行可能である、ソース基地局装置。
【請求項２８】
　前記第１のＲＡＴと前記第２のＲＡＴとで前記ソース基地局装置と前記ＵＥとの間で通
信されるネットワークトラフィックが、少なくとも１つの同じベアラによってサポートさ
れると決定する
　ように前記プロセッサによって実行可能である命令をさらに備える、請求項２７に記載
のソース基地局装置。
【請求項２９】
　前記メモリは、前記プロセッサによって、
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　前記第１のＲＡＴのための前記ＵＥの前記ハンドオーバイベントを検出することと、
　前記第１のＲＡＴのための前記ハンドオーバイベントに応答して、前記ＵＥにメッセー
ジを送信すること、前記メッセージは前記第２のＲＡＴのための前記ＵＥの前記ハンドオ
ーバイベントをトリガする、と、
　を実行可能である命令をさらに備える、請求項２７に記載のソース基地局装置。
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